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躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！

躍
進
す
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
！    

  
 
 
 
 

平
成
十
二
年
度 

下
之
郷
区
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阪
東 

佐
智
男 

 
 
 
 

 
 

こ
の
度
の
、
一
月
十
日

の
区
の
改
選
に
よ
り
ま
し

て
区
長
の
重
責
を
お
預
か

り
す
る
事
と
な
り
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
宜
し
く
ご
指
導
の
程
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
を
迎
え
私
た
ち

の
社
会
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
て
お
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
二
〇
一
四
年
に

は
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
り
ま
す
。 

 

国
は
政
策
と
し
て
、
介
護
保
険
等
い
ろ
ん

な
手
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
基
本
は
地
域
住
民
の
考
え
方
と
一
人
一

人
の
和
と
行
動
が
重
要
で
す
。 

 

高
齢
者
が
安
心
し
語
ら
い
の
で
き
る
地
域

環
境
、
若
い
世
代
が
他
字
に
自
慢
で
き
愛
着

で
き
る
地
域
環
境
、
子
供
た
ち
の
声
が
響
く

本
来
の
姿
で
あ
る
地
域
環
境
を
め
ざ
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
 

地
方
分
権
推
進
法
に
よ
り
住
民
自
治
、
団

体
自
治
が
さ
ら
に
加
速
し
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
決
定
に
よ
り

そ
の
責
任
も
自
ら
が
負
う
時
代
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
と
こ
の

数
年
で
、
先
人
が
築
い
て
下
さ
っ
た
も
の
を

二
〇
〇
〇
年
以
降
継
承
す
る
も
の
、
継
承
し

な
い
も
の
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
し
っ
か
り
考

え
て
行
き
、
若
い
世
代
に
大
き
な
負
担
が
掛

か
ら
な
い
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
住
民

主
役
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
さ

ら
に
躍
進
で
き
る
下
之
郷
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
農
業
経
営

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
農
業
経
営

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
農
業
経
営

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
の
農
業
経
営 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
    

     
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

農
業
組
合
長 

古
川
浩
之 

  

新
緑
の
候
、
区
民
の
皆

様
方
に
は
益
々
ご
壮
健
に

て
お
過
ご
し
の
事
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
、
過
日
恒
例
の
改
選
に

よ
り
平
成
１
２
年
度
の
農
業
組
合
長
と
言
う

重
責
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ

り
浅
学
な
私
で
す
が
農
家
の
皆
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
に
努
め
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
新
農

業
基
本
法
が
設
定
さ
れ
、
国
の
方
針
と
し
た

中
で
食
料
自
給
率
向
上
と
言
う
大
切
な
大
き

な
目
標
を
目
指
し
て
い
る
所
で
す
が
、
そ
こ

で
下
之
郷
農
業
の
現
実
は
、
農
家
の
高
齢
化

及
び
後
継
者
不
足
が
起
き
農
家
離
れ
が
進
ん

で
い
る
よ
う
に
お
も
い
ま
す
。
尚
、
諸
先
輩

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
立
派
に
圃
場
整
備
も

完
了
戴
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
下
之
郷
農
地
を

い
か
に
し
て
子
々 

孫
々
ま
で
守
っ
て
い
く
の
か
、
二
十
一
世
紀

に
向
か
っ
て
の
農
業
経
営
を
か
ら
め
大
変
な

難
題
で
す
が
、
全
農
家
方
々
、
評
議
員
、
ま

た
は
各
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
指
導
を
戴
き

少
し
で
も
問
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
格
段
な
る
ご
指

導
、
ご
協
力
戴
き
ま
す

様
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２１世紀の郷づくりをめざして 



町
会
議
員
就
任
の
ご
挨
拶

町
会
議
員
就
任
の
ご
挨
拶

町
会
議
員
就
任
の
ご
挨
拶

町
会
議
員
就
任
の
ご
挨
拶    

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
堂
与
三
郎 

 
陽
春
の
候
、
皆
様
に
は
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 一

月
に
行
わ
れ
た
甲
良
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
は
役
員
さ
ん
を
初
め
、
区
民
皆
さ
ん

が
た
の
ご
推
挙
、
ご
支
援
を
戴
き
、
浅
学
非
才
な
私
に

議
席
を
与
え
て
戴
き
ま
し
て
衷
心
よ
り
深
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

行
政
等
に
は
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
し
た
も
の
の
、

不
勉
強
で
私
自
身
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
戸

惑
っ
て
い
る
う
ち
に
、
二
ヶ
月
余
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
甲
良
町
を
創
造
す
る
第
二
次
総
合
計

画
推
進
二
年
目
を
迎
え
、
去
る
三
月
八
日
か
ら
三
月
二

十
四
日
ま
で
の
十
七
日
間
、
三
月
定
例
会
が
開
か
れ
二

十
一
本
の
条
例
と
、
平
成
十
一
年
度
補
正
予
算
四
件
、

平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
九
件
、

等
々
の
審
議
が
行
わ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
広
報
こ
う
ら
等
に
、
掲
載
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
の
で
割
愛
さ
せ
て
戴
き
ま
す
が
、
何
分
勉
強
不
足
の

私
は
、
予
算
の
仕
組
み
や
、
行
政
用
語
等
々
身
に
つ
け

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
自
分
に
出
来
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
す
の
で
、
区
民
皆
様
の
英
知
を
、
私

に
お
貸
し
戴
き
、
一
日
も
早
く
期
待
に
添
え
る
議
員
に

成
る
為
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
区
民
皆
様
の
今
後
共
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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例
年
よ
り
遅
い
開
花
が
幸
い
し
、
今
年
の
春

祭
り
は
桜
花
満
開
の
中
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

風
は
強
か
っ
た
も
の
の
爽
や
か
な
日
よ
り

で
、
区
内
は
、
終
日
鐘
や
太
鼓
の
音
に
包
ま
れ 

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

「
同
友
会
・
明
成
会
」
よ
り

「
同
友
会
・
明
成
会
」
よ
り

「
同
友
会
・
明
成
会
」
よ
り

「
同
友
会
・
明
成
会
」
よ
り    

    

玉
垣
寄
進

玉
垣
寄
進

玉
垣
寄
進

玉
垣
寄
進    

  

懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
桂
城
神
社
境
内
の
玉

垣
が
、
「
同
友
会
」
「
明

成
会
」
か
ら
の
御
寄
進
に

よ
り
、
完
成
い
た
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

  
 

     

平
成
十
二
年

平
成
十
二
年

平
成
十
二
年

平
成
十
二
年    

 
 

 
 
 
 

 
 

各
小
路
講
宿

各
小
路
講
宿

各
小
路
講
宿

各
小
路
講
宿    

  

金
堂 

 
  

西
山 

実 
 

北
金
堂 

  

上
野 

忍 
 

南
市
場 

  

藤
居
盛
三 

    

北
市
場     

阪
東 

進 
 

高
座 

 
  

松
宮 

浩 
 

二
階
堂 

  

松
宮
昭
男 

 
 

春
祭
り 



三
月
十
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
桂
城
神
社
に
お
い
て
勧
学
祭
が
奉
行

さ
れ
、
四
月
か
ら
入
学
さ
れ
る
小
学
校
一
年
生
の
皆
さ
ん
が
保
護
者
と
共

に
祝
詞
奉
上
の
あ
と
、
一
人
づ
つ
玉
串
を
奉
奠
し
、
身
心
と
も
に
健
康
で

学
業
精
勤
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
年
生
に
入
学
し
た
ら
学
校
で
一
生
懸
命
勉
強
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と

思
わ
な
い
で
、
家
庭
教
育
の

重
要
性
を
再
認
識
さ
れ
て
、

立
派
な
社
会
人
に
育
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
親
子
共
々
頑

張
っ
て
下
さ
い
。 

   
新
入
生 

 
 

保
護
者 

阪
東 

純 
 
 

貢 

古
川 

巧
也 

 
九
二
男 

辻 
 

裕
輔 

 

幸 
男 

古
川 

友 
 
 

洋 

辻 
 

友
希 

 

利 

郎 

高
居 

梢 
 
 

健 

一 

高
橋 

直
哉 

 

謙 

一 

辻 
 

忠
真 

 

忠 

司 

生
年
月
日
順 
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が
ん
ば
れ 

新
一
年
生 

 

二
月
十
一
日
午
前
十
時
、
桂
城
神

社
に
於
い
て
厄
除
祭
が
奉
行
さ
れ
ま

し
た
。
勤
務
等
の
都
合
で
欠
席
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
厳
粛
に
無

事
息
災
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
各
該
当
者
共
甲
良
町
住
民
基
本
台 

 

帳
登
録
者
を
掲
載
） 

女
性
十
九
才 

数
へ
年
同
学
年 

 
 
 

川
並 

純
子 

 

西
堀 

麻
紀 

 

松
宮
久
美
子 

 

松
宮 

加
代 

 

片
山 

里
美 

 

松
宮 

奈
々 

 

安
澤 

理
紗 

 

川
並 

輝
子 

  

男
性
二
十
五
才 

数
へ
年
同
学
年 

  
西
堀 

学 
 

上
野 

仁 
 

上
野 
秀
明 

 

寺
居 
友
彦 

 

藤
居 

靖
雄 

 

阪
東 

宗
憲 

女
性
三
十
三
才 

数
へ
年
同
学
年 

 
 川

並
真
由
美 

二
階
堂
悦
子 

    

男
性
四
十
二
才 

数
へ
年
同
学
年 

安
澤 

貞
次 

 

藤
居 

聖
三 

高
橋 

謙
一 

 

柴
崎 

博 

上
野 

喜
章 

 

安
澤 

亨 

宿
谷 

安
弘 

 

上
野 

清
隆 

藤
居 

清
一 

 

上
野 

亨 

寺
居 

重
人 

 

小
林 

一
俊 

厄
除
祭 



県
道
に
下
之
郷
案
内
板

県
道
に
下
之
郷
案
内
板

県
道
に
下
之
郷
案
内
板

県
道
に
下
之
郷
案
内
板 

 
 

 

平
成
十
一
年
度
郷
づ
く
り
環
境
部
会
の
メ
イ
ン
事
業
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
案
内
板
が
二
月
二
十
七
日
に
県
道
南
側
三
ヶ
所
に
部
会

員
に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
東
か
ら
西
沢
清
三
氏
工
場
北
に
下

之
郷
、
小
在
士
の
横
文
字
、
西

側
に
は
、
つ
た
を
黄
色
で
着
色

し
ひ
ら
が
な
で
、
“
し
も
の

ご
”
、
若
松
歯
科
医
院
東
側
に

は
通
学
道
路
に
ふ
さ
わ
し
い
標

語
入
り
、
そ
の
西
に
は
“
下
之

郷
ス
ポ
ー
ツ
公
園
入
口
”
の

三
ヶ
所
で
す
。 
 

こ
れ
で
遠
来
の
方
も
迷
わ
ず

下
之
郷
へ
来
て
下
さ
る
と
思
い

ま
す
。 
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着々と進む郷づくり着々と進む郷づくり着々と進む郷づくり着々と進む郷づくり＝すみよい下之郷めざして＝＝すみよい下之郷めざして＝＝すみよい下之郷めざして＝＝すみよい下之郷めざして＝    

老
人
会
新
役
員
決
ま
る

老
人
会
新
役
員
決
ま
る

老
人
会
新
役
員
決
ま
る

老
人
会
新
役
員
決
ま
る    

 

三
月
二
十
三
日
午
前
九
時
よ
り
下
之

郷
農
事
集
会
所
に
お
い
て
会
員
多
数

の
出
席
の
も
と
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

先
づ
、
永
眠
さ
れ
た
会
員
の
黙
祷
の

後
、
会
長
挨
拶
、
区
長
祝
辞
、
平
成

十
一
年
度
事
業
、
決
算
報
告
、
新
入

会
員
紹
介
の
後
、
役
員
改
選
、
福
原

範
彦
先
生
の
講
演
、
昼
食
、
午
後
は

愛
知
川
町
長
野
の
松
本
弘
師
匠
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
の
、
座
敷
音
頭
、

舞
踊
、
歌
謡
曲
、
民
謡
を
聞
き
乍
ら

の
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
ね 

 

新
役
員
紹
介 

 

会 

長 
 
 

古
川 

耕
資 

 

副
会
長 

 
 

川
並 

繁
彦 

 

会 

計 
 
 

辻 
 

栄
一 

 

会
長
（
女
性
）
古
川 

洋
子 

昨
年
の
秋
か
ら
工
事
に
か
か
っ
て
い

た
竹
ノ
尻
川
改
修
工
事
が
完
成
し
、

下
之
郷
の
駐
車
場
付
近
も
、
写
真
の

通
り
見
違
え
る
よ
う
に
広
々
と
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
ち
ょ
っ
と

不
便
だ
っ
た
駐
車
場
へ
の
車
の
乗
り

入
れ
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
字
内
が
着
々
と
整

備
さ
れ
て
い
き
、
も
っ
と
も
っ
と
住

み
良
い
下
之
郷
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

竹
の
尻
川
改
修
工
事
完
成

竹
の
尻
川
改
修
工
事
完
成

竹
の
尻
川
改
修
工
事
完
成

竹
の
尻
川
改
修
工
事
完
成    



２０００年４月２５日          広報下之郷         第３０号  （５） 
  

“
農
業
セ
ン
サ
ス
”
実
施 

  

二
月
十
一
、
一
二
日
の
二
日
間
実
施

さ
れ
ま
し
た
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
調
査

員
の
方
々
御
苦
労
様
で
し
た
。 

集
計
と
分
析
に
は
大
変
な
日
数
を
要
す

る
と
思
い
ま
す
が
調
査
結
果
を
も
と
に

国
民
全
体
が
農
業
の
重
要
性
を
認
識
さ

れ
、
農
業
者
も
意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
従
事
で
き
る
よ

う
に
国
政
レ
ベ
ル
で
の
結
論
が
出
る
こ
と
を
願
う
も
の

で
す
。 

 

油
類
貯
蔵
庫
新
設 

  

共
同
農
機
具
用
油

類
貯
蔵
庫
が
農
業
倉

庫
東
角
に
新
設
さ
れ

ま
し
た
。 

過
去
、
再
三
に
亘
っ

て
消
防
署
の
指
導
が

あ
り
消
防
法
に
抵
触

す
る
こ
と
か
ら
農
業

組
合
長
の
尽
力
と 

役
員
の
協
力
に
よ
り

立
派
に
竣
工
さ
れ
ま

し
た
。 

 

農
業
排
水
路
清
掃

農
業
排
水
路
清
掃

農
業
排
水
路
清
掃

農
業
排
水
路
清
掃    

 

午
前
中
の
字
内
水
路
清
掃
作
業
に
引
き
続

き
、
三
月
五
日
午
後
か
ら
農
業
排
水
路
の
清

掃
作
業
が
農
家
の
方
々
の
奉
仕
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

生
活
用
水
と
共
に
水
稲
栽
培
に
は
用
水
は

欠
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
し
て
京
阪
神
の

水
源
で
あ
る
、
琵
琶
湖
も
汚
染
さ
れ
て
は
大

変
で
す
。 

草
あ
り
、
土
砂
あ
り
、
幅
二
米
以
上
も
あ

る
水
路
は
大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
農

家
の
皆
さ
ん
頑
張
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
御

苦
労
様
で
し
た
。 

尚
、
桂
城
排
水
路
と
南
北
の
大
型
排
水
路

道
路
側
は
後
日
薬
剤
散
布
に
よ
る
除
草
作
業

が
役
員
の
協
力
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

  

 

ふ
る
さ
と
言
葉
コ
ー
ナ
ー 

下
之
郷
の
あ
い
さ
つ

下
之
郷
の
あ
い
さ
つ

下
之
郷
の
あ
い
さ
つ

下
之
郷
の
あ
い
さ
つ    

 

お
い
で
や
す 

よ
う
き
て
く
れ
や
は
り
ま
し
た
な
ー 

 

笑
顔
で
言
葉
を
掛
け
合
う
、
挨
拶
を
す
る
人

が
少
な
く
な
っ
て
心
淋
し
く
思
っ
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

 

下
之
郷
で
は
昔
か
ら
人
情
味
あ
ふ
れ
る
言

い
方
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

朝
な
夕
な
、
出
会
い
頭
に
言
い
交
わ
さ
れ
た

挨
拶
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

  

挨 

拶 

朝
は 

 

（
お
は
よ
う
さ
ん
） 

昼
は 

 

（
お
き
ば
り
や
す
） 

夕
方
は 

（
お
し
ま
い
や
す
） 

夏
は 

 

（
あ
つ
お
す
な
ー
） 

冬
は 

 

（
お
さ
む
お
す
な
ー
） 

笑
顔
で 

（
お
お
き
に
す
ま
ん
な
ー
） 

 

と
言
わ
れ
る
と
、
本
当
に
良
か
っ
た
な
ー
と

思
い
ま
す
。 
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日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た
百
科
辞
典

と
い
わ
れ
る
「
和
名
抄
」
に
よ
る
と
、

犬
上
郡
に
は
、
安
食
・
甲
良
・
尼
子
・

高
宮
・
田
可
・
沼
波
・
清
水
・
神
戸
・

あ
な
田
・
青
根
・
駅
家
の
十
一
郷
の
名

が
見
え
、
下
之
郷
は
、
こ
の
中
の
甲
良

郷
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

 
甲
良
町
に
は
縄
文
時
代

（
一
二
〇
〇
〇
〜
二
三
〇

〇
年
前
）
の
遺
物
を
出
土

す
る
金
屋
遺
跡
が
あ
り
ま

す
が
、
弥
生
時
代
（
〜
西

暦
三
〇
〇
年
頃
ま
で
）
の

遺
跡
は
今
の
と
こ
ろ
発
見

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
は
、
水
田
を
伴
う

集
落
は
荒
神
山
周
辺
の
低

湿
地
帯
で
あ
る
琵
琶
湖
の

近
く
で
形
成
さ
れ
た
が
、

砂
礫
層
を
地
山
と
す
る
甲

良
町
周
辺
の
扇
状
地
に
は
弥
生
時
代
の

集
落
は
展
開
し
な
か
っ
た
か
ら
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

 

古
墳
時
代
前
期
（
西
暦
三
〇
〇
〜
六

〇
〇
頃
）
に
な
る
と
、
下
之
郷
に
は
犬

上
川
左
岸
扇
状
地
の
中
で
最
も
早
い
段

階
に
竪
穴
住
居
が
出
現
し
ま
す
。
つ
ま

り
こ
の
頃
か
ら
犬
上
川
の
水
利
を
活
用

す
る
技
術
が
導
入
さ
れ
、
土
地
開
発
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。 

七
世
紀
に
入
る
と
、
竪
穴
住
居
は
、
次

第
に
東
へ
移
動
し
始
め
、
そ
の
半
ば
頃

に
は
集
落
の
規
模

は
、
爆
発
的
に
拡
大

す
る
の
で
す
。
こ
れ

が
下
之
郷
の
は
じ
ま

り
と
い
え
ま
し
ょ

う
。 

 

昭
和
六
十
一
年
度

に
お
け
る
下
之
郷
遺

跡
発
掘
の
模
様
を
当

時
の
毎
日
新
聞
は
、

次
の
よ
う
に
報
じ
て

い
ま
す
。 

「
南
北
五
百
メ
ー
ト

ル
、
東
西
三
百
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
役

二
百
基
の
竪
穴
住
居
を
規
則
的
に
配
置

し
た
七
世
紀
中
頃
の
集
落
千
て
、
天
智

天
皇
の
大
化
改
新
（
六
四
五
）
後
、
中

央
集
権
的
古
代
国
家
の
確
立
を
目
指
し

て
建
設
し
た
大
津
京
と
関
連
の
深
い
当

時
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
思
わ
れ
、
近
江

朝
廷
の
律
令
体
制
を
解
明
す
る
貴
重
な

資
料
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
集
落
の
ほ
ぼ

中
央
か
ら
同
時
代
と
し
て
は
県
内
最
大

級
の
竪
穴
住
居
一
基
が
出
土
し
た
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
首
長
の
住
居
か
、

住
民
の
集
会
所
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
集
落
は
、
豪
族
や
国
司
が
税
な

ど
を
集
め
や
す
く
す
る
た
め
、
新
し
い

土
地
に
計
画
的
に
入
植
さ
せ
建
設
し
た

も
の
＝
大
津
京
の
中
央
集
権
的
な
政
治

体
制
の
中
で
現
れ
た
計
画
集
落
と
見
て

い
る
。
」 

古代・中世の下之郷古代・中世の下之郷古代・中世の下之郷古代・中世の下之郷    ①①①①    
                下之郷のあけぼの下之郷のあけぼの下之郷のあけぼの下之郷のあけぼの    
        ＝下之郷遺跡の発掘から＝＝下之郷遺跡の発掘から＝＝下之郷遺跡の発掘から＝＝下之郷遺跡の発掘から＝    



 

あ
る
細
菌

さ
い
き
ん

は
、
一
分
間

い
っ
ぷ
ん
か
ん

た
つ
と
、
二
個

に

こ

に
分
裂

ぶ
ん
れ
つ

し
、
ま
た
一
分
た
つ
と
、
そ

の
そ
れ
ぞ
れ
が
分
裂
し
、
合
計

ご
う
け
い

四
個
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
一
個
の
細
菌
が
び
ん

い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
に
一
時
間
か
か
る
と
す
る
。 

 

同
じ
細
菌
を

最
初
二
個
か
ら

始
め
る
と
、
び

ん
に
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ま
で
に

何
分
か
か
る

か
。 

２０００年４月２５日          広報下之郷         第３０号  （７） 

読者のページ 

亡
き
夫
が
生
前
に
く
れ
し
色
紙
に
短
歌
を
記
し
て
出
展
し
た
り
き 

 
 
 

上
野 

文
子 

葉
を
落
と
し
裸
に
な
り
し
木
の
そ
ば
に
や
さ
し
く
咲
き
し
山
茶
花
の
花 
 

川
並 

克
子 

手
芸
し
て
友
と
ち
ぎ
り
て
早
八
年
命
が
あ
れ
ば
あ
と
四
年
は
と 
 
 
 
 

古
川 

ふ
さ 

父
母
の
あ
ゆ
み
し
道
を
我
は
行
く
冬
の
夕
暮
れ
早
し
友
逝
く 
 
 
 
 
 

上
野 

た
つ
の 

車
椅
子
に
て
喜
寿
を
招
か
れ
ゆ
き
た
り
き
祝
詞
の
声
が
森
に
ひ
び
き
ぬ 

 

藤
居 

和
子 

咲
く
花
の
四
季
の
変
化
に
亡
き
夫
の
偲
ば
れ
早
く
も
今
年
暮
れ
ゆ
く 

 
 

川
並 

み
よ
子 

木
枯
ら
し
の
こ
ぼ
れ
日
射
し
て
老
木
に
梅
も
ど
き
の
実
赤
く
華
や
ぐ 

 
 

上
野 

り
ゑ 

車
窓
よ
り
眺
め
る
景
色
鮮
や
か
に
紅
葉
た
け
な
わ
奥
飛
騨
の
旅 

 
 
 
 

堀
川 

文
江 

わ
が
幼
き
日
に
逝
き
し
母
今
に
尚
木
枯
ら
し
吹
く
夜
夢
に
出
て
く
る 

 
 

川
並 

千
町 

百
歳
を
夢
見
て
い
た
る
姑
な
り
し
も
逝
か
れ
て
年
賀
欠
礼
状
書
く 

 
 
 

上
野 

二
紗
絵 

 

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ

短
歌
ク
ラ
ブ    

十
二
月
の
詠
草
か
ら

十
二
月
の
詠
草
か
ら

十
二
月
の
詠
草
か
ら

十
二
月
の
詠
草
か
ら    

 

平
成
七
年
創
刊
の
下
之
郷
広
報

も
、
記
念
す
べ
き
第
三
〇
号
を
発

刊
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
更
に
充
実
し
た
紙
面
作

り
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
下
之
郷
広
報
を
よ

ろ
し
く
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

編集後編集後編集後編集後記記記記    

クイズ頭の体操 

お詫びと訂正 
前号、上野二紗絵様作の短歌に誤記がありまし
た。「座子」は「巫女」、「お手前」は「お点
前」でした。お詫びして訂正いたします。 

前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者前号のクイズ正解者    
 
上野美幸さん上野美幸さん上野美幸さん上野美幸さん    阪東志奈子さん阪東志奈子さん阪東志奈子さん阪東志奈子さん    高橋明香さん高橋明香さん高橋明香さん高橋明香さん    


